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＊電話・窓口予約の場合、アルテ友の会に同時入会可能です（年会費 1000 円）。インターネット予約では同時入会できません。

公益財団法人 武蔵野文化事業団
website http://www.musashino-culture.or.jp

twitter https://twitter.com/musashino_bunka

facebook https://www.facebook.com/MusashinoCulture

武蔵野市民文化会館／武蔵野芸能劇場／武蔵野公会堂／武蔵野スイングホール

／吉祥寺シアター／吉祥寺市政センター／武蔵境市政センター／中央市政セン

ター

■チケット取り扱い窓口

0422-54 -2011

■チケットのお申し込み

インターネットからもお申し込みできます

文部省唱歌、童謡、歌謡曲などを歌い、日本各地

で大好評！ リピーターが続出する大人気コーラ

ス・グループが武蔵野に登場。時代と共に生まれ

た名曲をあなたに。

歌：内海万里子、澤田薫、横山慎吾、竹内直紀、塩入功司、大野隆、吉田和夏、

　　池田史花、三宅里菜、小笠原優子、財木麗子、吉田明未

ピアノ：石川和男、大杉光恵　　司会：石川牧子

懐かしい、美しい日本の歌

2021 年 4 月 12 日（月）午後 2 時開演

武蔵野市民文化会館大ホール（中町 3-9-11）

全席指定 一般 6000 円 アルテ友の会 5400 円

※出演者・内容はやむを得ず変更となることがあります。※最新の公演情報については、ウェブサイトをご覧ください。

▪ 11・12 月に引き続き、2・

3 月にも「パイプオルガン体

験 気軽に巨大な楽器を弾い

ちゃおう！」を実施し、全 6

回で計 136 組・400 名以上の方々にご参加いただきました。

武蔵野市民文化会館のパイプオルガンを 10 分間、自由に

体験できる本イベント。皆さん思い思いに好きな曲を演奏

したり、いろんな音色を試したり、オルガンの前で写真を

撮ったり。「大きくてびっくり！」「またやりたい！」「貴

重な経験でした！」などのお声を多数いただきました。

活動報告

武蔵野市民文化会館

▪ 浜口陽三記念室・「ぶどうとレモン」展の関

連イベントとして、10 月から２月まで、約５

カ月かけて展開した、子ども向け公募型ワーク

ショップ「おいしいぶどう すっぱいレモン」。

講師に「彦坂木版工房」を迎え、YouTube 動画配信後、集まった作品 218

点は、吉祥寺美術館をはじめ、武蔵野プレイス、吉祥寺図書館と３館の施設

を巡回展示。同時に、講師のウェブサイトでも全作品を紹介しました。

▪ 昨年５月公開のコロナウイルス感染予防対策を促す動画「どんくまさん

のおねがい」に続き、吉祥寺図書館と吉祥寺美術館とのコラボレーション企

画として、“どんくまさん”を主人公にした人形劇ライブを同館 YouTube

チャンネルで公開を予定しています。

活動報告

吉祥寺美術館
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〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町 1-8-16 コピス吉祥寺 A 館 7 階

Tel. 0422-22-0385

website http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/

twitter https://twitter.com/kichi_museum

facebook https://www.facebook.com/KichijojiMuseum

午前 10 時〜午後 7 時 30 分

毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始、展示替えおよび特別整理期間

一般 300 円／中高生 100 円

（小学生以下・65 歳以上・障害者の方は無料）

JR・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車  北口より徒歩 3 分

開館時間

休 館 日

入 館 料

交通案内

《表裏 75-A》1975 年　アクリル、キャンバス

《Landscape 90-c-2》1990 年　アクリル、キャンバス

　一貫して「表と裏」を主題に制作を続ける画家、谷 

充央（たに みつお／ 1945年生まれ）。

　「人は“表と裏”“内と外”“陰と陽”あるいは“本

音と建前”を使い分けながら、しかし常にその二面性

を包含している“個”」であり、「そんな表裏を一つの

面で同時に表現したい」と谷はいいます。

　初期作には画布の表裏をモチーフとして“表裏があ

るもの”の形象を画面上に示していた谷ですが、次第

に、画布の「裏」側から布地の目を通して「表」側に

絵具を滲
しんしゅつ

出させる、という手法を取るようになります。

それは東洋絵画などにおける裏彩色とはまったく意を

異にするもので、あくまで「表と裏」を同時に表現す

るための方法です。谷の絵画において表裏は同価であ

り、言うなれば、谷は「表」でもあって「裏」でもあ

る絵画をつくりだそうとしているのです。

　本展では、無類なる画家・谷充央の初期作から最新

作までの絵画、版画ほか約50点を紹介します。会期

中には、〈ぎゃらりー由芽のつづき〉、武蔵野市民文化

会館展示室においても特別展示を行います〈２会場と

も４月 16 日（金）〜 4 月 25 日（日）〉。どうぞご期待

ください。

谷 充央　風景の表／裏

2021 年 4 月 10 日（土）～ 5 月 30 日（日）

休館日：4月28日（水）、5月26日（水）

主　催：武蔵野市立吉祥寺美術館［（公財）武蔵野文化事業団］

協　力：ぎゃらりー由芽、武蔵野市民文化会館

【新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください】マスクの着用、入館時の検温および調査票の記入、対人距離の確保などにご協力をお願いいたします。

混雑時には入場制限を行う場合があります。

《Crimson in Blue 01-05》2001 年　アクリル、キャンバス

Photos: Yohei Yamakami

市職員が武蔵野市の文化振興研究の一環として吉祥寺美術館を取材

しました。詳しくは７ページをご覧ください。


